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1. 織 物 は各 方 向 に よ ひ伸 び加 減 が一 様 で な く織 り方

に よ っ て も 異 る。 これ は 種 々 の 因子 に も と ず く が， こ の

布 の 伸 び を利 用 し て従 来 の方 法 でお こ な わ れ てい る衿 の

裁 ち 方 に つい て検 討 を加 え， 裁 ち方 の違 い に よ る衿 の安

定 性 を究 明 す る 。

。2. 肩 下 り寸 法 はArm    hole と相 関 関 係 にあ る と考

え られ た ので 腕 付 根 回 り を計 測 し て,  Waist Arm hole

に つ い て検 討 を加 え ， 次 にRolling Collar に 形 をき

め, I 表 衿 は後 中心 線 を経 布 に定 め, イ 裏 衿 の後 中心 線 を

経 布,      口裏 衿 の後 中心 線 を緯 布 ，ノヽ 裏 衿 の後 中心 線 を斜

布,  n 表 衿 と裏 衿 の布 目 を同 一 にし た場 合 ， の各 方 向 に

よ る布 の 伸 び とRolling Collar Blouse を製 作 し 着用

実 験し て適 当 と思 われ る裁 ち方 を検 討 し た。

3. 前 回 設 定 し た 肩 下 り寸 法 でArm hole の ゆ る み

分 量 が機 能 的 に 差 し 支 え ない 事 が 明 ら か に な っ た 。

更 に方 向 に よ り 伸 び加 減 が 異 な る か ら 同一 条件 で製 作

し た衿 で も, 衿 腰 の分 量 が 類 推 点 とNeck base line に

お け るNeck point よ｡り5  cm 前 部 の点 で は差 異 が あ り ，

又 肩 縫 目 の方 向 に よ り衿 の安 定 性 が 異 な る事 が 明 ら か に

な っ た。


